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（法第28条第1項関係「前事業年度の事業報告書」） 

2025年度の事業報告書 

2025年4月1日から2026年3月31日まで 

特定非営利活動法人イエカラ 

１　事業の成果 

１　遊休不動産を適切に管理運用するための事業 

●​ 前年度に引き続き、空き家を地域全体の課題として捉え、所有者・地域住民・

行政・教育機関・民間事業者等が対話しながら解決策を検討できる環境づくり

に取り組んだ 

●​ 国土交通省の空き家対策モデル事業に採択され、前年度までカードゲームとし

て試作してきた教材をボードゲームへ再設計して製品化し、対象年齢や難易

度、ファシリテーション方法、運営方法を検討するとともに、多様な立場の人

が役割と地域連携を学ぶプログラムとして設計した 

●​ 完成後に学校や地域団体が単独で活用できるよう、説明書や振り返りプログラ

ムを含めたマニュアル化・パッケージ化を進めた 

●​ 世田谷区「100人の本屋さん」や山梨県内の高校、甲府市・県の関係部署、事

業者・地域団体等を候補に、テストプレイの実施方法を整理した 

●​ 空き家対策を居住支援・福祉・教育・まちづくりと接続するため、行政・社

協・地域団体・専門家等と連携体制づくりを進めた 

 

２　地域活性化を目的とした空き家の改修及び活用事業 

●​ アキヤマモリ事業を通じて、空き家の現地確認・所有者へのヒアリング・町内

会調整・解体管理の相談対応を行った 

●​ 相談を受けた物件について、寄付・譲渡・鑑定評価・名義変更・税務上の扱い

等を検討し、法人が不動産を受け入れる際の実務課題を整理した 

●​ 青葉町の地縁団体化やさかさま不動産支局との連携検討など、地域主体の空き

家活用の仕組みづくりに着手した 
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３　ジェンダーを超えた交流を促進する事業 

●​ 協力アカデミーと連携し、多主体連携事業における負担の偏りを減らして持続

可能な事業につなげるための研修会を実施し、性別・年齢・所属・専門性を超

えて多様な主体が無理なく地域活動に参画し続けられる関係づくりを進めた 

●​ 今後、空き家や居住支援を入口に、孤立しやすい人・子育て世帯・高齢者・若

者・移住希望者が立場を超えて交流できる場づくりを進め、地域共生の基盤形

成につなげていく 

 

４　廃棄物を資源化するための事業 

●​ 解体・改修で発生する部材を地域資源として活用する可能性について調査・研

究を行ったが、本年度は具体的な実践には至らず、研究段階にとどまった 

●​ 前年度の廃材アップサイクルの成果を踏まえ、今後は再利用部材の選別・加

工・製品化・ワークショップ化など、実践に向けた具体化を課題とする 

 

５　上記事業に関する情報提供事業 

●​ 空き家ボードゲーム・空き家相談・居住支援・地域連携の情報をHP・SNS・

ローカルメディア等で発信する準備と実施を進めた 

●​ 前年度の調査結果について、世代間の認識差・家族と話せていない実態・福祉

連携の必要性などを分かりやすく発信する方針を確認した 

 

６　その他目的を達成するために必要な事業 

●​ 居住支援分野で県社協・フードバンク・地域団体等との連携可能性を検討し、

WAM関連事業・民間助成金・コミュニティ財団・孤独孤立対策プラット

フォーム等を活用しながら、空き家対策を福祉・居住支援・地域づくりの中間

支援へ広げる方向性を整理した 

●​ 本年度は前年度までの調査・啓発・教材制作の成果を発展させ、関係主体との

協働による空き家対策の実装基盤を強化する一年となった 
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２　事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

事業名​

（定款に記載した事

業） 

具体的な事業

内容 

（A）当該事業

の実施日時​

（B）当該事業

の実施場所​

（C）従事者の

人数 

（D）受益対象者

の範囲​

（E）人数 

事業費の金額​

(単位：千円) 

遊休不動産を適切に

管理運用するための

事業 

国土交通省 空

き家対策モデ

ル事業、空き

家ボードゲー

ム制作等 

（A）8月～2月​

（B）山梨県

内、東京都世

田谷区​

（C）10名 

（D）山梨県全

域、教育機関、

行政・地域関係

者等​

（E）200名程度 

6,029 

地域活性化を目的と

した空き家の改修及

び活用事業 

アキヤマモ

リ、空き家相

談、さかさま

不動産支局 

（A）通年​

（B）山梨県内​

（C）4名 

（D）空き家所有

者、地域住民、

活用希望者等​

（E）4名 

651 

ジェンダーを超えた

交流を促進する事業 

多主体連携事

業運営支援 

（A）通年​

（B）山梨県内​

（C）6名 

（D）地域活動関

係者、福祉・教

育関係者等​

（E）18名 

12 

廃棄物を資源化する

ための事業 

空き家改修・

活用に伴う部

材再活用、改

修ワーク

ショップ化、

資源循環に関

する検討 

（A）通年​

（B）甲府市内​

（C）2名 

（D）甲府市内の

地域住民、関係

者等​

（E）2名 

8 

上記事業に関する情

報提供事業 

SNS、HP、

ローカルメ

ディア、コラ

ム、調査結果

等の情報発信 

（A）通年​

（B）全国、オ

ンライン​

（C）2名 

（D）閲覧者、相

談者、地域関係

者等​

（E）不特定多数 

0 
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その他目的を達成す

るために必要な事業 

各団体との連

携、居住支

援・福祉・教

育分野との

ネットワーク

形成、法人運

営基盤整備 

（A）通年​

（B）山梨県

内、東京都、

オンライン等​

（C）6名 

（D）各関係者、

支援対象者、連

携団体等​

（E）30名 

24 
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法人名：特定非営利活動法人イエカラ

活動計算書

2025年4月1日 から 2026年3月31日 まで

(単位：円)

科目 金額

Ⅰ 経常収益

1. 受取会費

正会員受取会費 80,000

2. 受取寄附金

施設等受入評価益 11,000

ボランティア受入評価益 30,000

賛助会員受取会費 6,000

受取寄附金 1,152,862 1,199,862

3. 受取助成金等

受取民間助成金 700,000

4. 事業収益

みんなの居場所事業収益 420,000

国土交通省空き家対策モデル事業受託事業

収益

5,366,786 5,786,786

5. その他収益

受取利息 10,156

雑収益 1,000 11,156

経常収益計 7,777,804

Ⅱ 経常費用

1. 事業費

(1)人件費

給料手当 2,148,490

臨時雇賃金 92,520

人件費計 2,241,010

(2)その他経費

施設等評価費用 11,000

支払利息 33,685

印刷製本費 1,162,491

減価償却費 132,300

雑費 1,654

業務委託費 1,882,330

会議費 4,905

旅費交通費 16,921

車両費 6,654

通信運搬費 62,369

消耗品費 254,883

修繕費 330,638

地代家賃 243,300

保険料 30,712

租税公課 7,300



科目 金額

研修費 23,100

支払手数料 279,140

その他経費計 4,483,382

事業費計 6,724,392

2. 管理費

(1)人件費

ボランティア評価費用 30,000

人件費計 30,000

(2)その他経費

旅費交通費 9

支払手数料 11,678

印刷製本費 2,085

研修費 3,300

交際費 10,000

通信運搬費 649

消耗品費 5,556

租税公課 1,200

保険料 9,549

リース料 72,336

その他経費計 116,362

管理費計 146,362

経常費用計 6,870,754

当期経常増減額 907,050

税引前当期正味財産増減額 907,050

法人税、住民税及び事業税 0

当期正味財産増減額 907,050

前期繰越正味財産額 109,947

次期繰越正味財産額 1,016,997



法人名：特定非営利活動法人イエカラ

貸借対照表
2026年3月31日 現在

(単位：円)

科目 金額

I 資産の部

1. 流動資産

現金預金 743,211

未収金 5,366,786

流動資産合計 6,109,997

2. 固定資産

(1)有形固定資産

附属設備 407,000

有形固定資産計 407,000

固定資産合計 407,000

資産合計 6,516,997

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

短期借入金 5,500,000

流動負債合計 5,500,000

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 5,500,000

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 109,947

当期正味財産増減額 907,050

正味財産合計 1,016,997

負債及び正味財産合計 6,516,997



法人名：特定非営利活動法人イエカラ

財産目録
2026年3月31日 現在

(単位：円)

科目 金額

I 資産の部

1. 流動資産

現金預金

GMOあおぞらネット（法人）（API）

102 法人第二営業部 普通預金（有利

息） ***2688

213,982

GMOあおぞらネット（法人）（API）

102 法人第二営業部 普通預金（有利

息） ***3455

290,178

GMOあおぞらネット（法人）（API）

102 法人第二営業部 普通預金（有利

息） ***5799

157,542

山梨中央銀行南支店 68,949

山梨県民信用組合青沼支店 682

現金 11,878

未収金

国土交通省空き家対策モデル事業補

助金
5,366,786

流動資産合計 6,109,997

2. 固定資産

(1)有形固定資産

附属設備

有形固定資産計 407,000

固定資産合計 407,000

資産合計 6,516,997

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

短期借入金

山梨中央銀行南支店短期借入金 5,500,000

流動負債合計 5,500,000

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 5,500,000

正味財産 1,016,997



財務諸表の注記
1. 重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日　2017年12月12日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっていま

す。

(1) 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「３．施設の提供等の物的サー

ビスの受入の内訳」に記載しています。

(2) ボランティアによる役務の提供

ボランティアによる役務の提供は、「４．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳」として注記

しています。

(3) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

(4) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

2. 事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

(単位：円)

科目

遊休不動

産を適切

に管理運

用するた

めの事業

地域活性

化を目的

とした空

き家の改

修及び活

用事業

ジェンダ

ーを超え

た交流を

促進する

事業

廃棄物を

資源化す

るための

事業

その他目

的を達成

するため

に必要な

事業

事業部門合

計

管理部

門
合計

I 経常収益

1. 受取会費 0 0 0 0 0 0 80,000 80,000

2. 受取寄附金 645,788 424,074 0 100,000 0 1,169,862 30,000 1,199,862

3. 受取助成金等 0 700,000 0 0 0 700,000 0 700,000

4. 事業収益 5,366,786 420,000 0 0 0 5,786,786 0 5,786,786

5. その他収益 1,000 0 0 0 0 1,000 10,156 11,156

経常収益計 6,013,574 1,544,074 0 100,000 0 7,657,648 120,156 7,777,804

Ⅱ 経常費用

(1)人件費

臨時雇賃金 92,520 0 0 0 0 92,520 0 92,520

ボランティア評価

費用

0 0 0 0 0 0 30,000 30,000

給料手当 2,148,490 0 0 0 0 2,148,490 0 2,148,490

人件費計 2,241,010 0 0 0 0 2,241,010 30,000 2,271,010

(2)その他経費

印刷製本費 1,162,491 0 0 0 0 1,162,491 2,085 1,164,576

施設等評価費用 0 11,000 0 0 0 11,000 0 11,000

減価償却費 0 132,300 0 0 0 132,300 0 132,300



3. 施設の提供等の物的サービスの受入れの内訳

施設の提供等の物的サービスの受入れの状況は以下の通りです。

(単位：円)

内容 金額 算定根拠

100人の本屋さんイベントスペース無償

利用
11,000 5,500円ｘ2日間で算出

4. 活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の状況は以下の通りです。

(単位：円)

内容 金額 算定根拠

管理業務6日間（5時間/1日） 30,000 令和7年山梨県最低賃金1,052円によって

算定しています。

5. 使途等が制約された寄付等の内訳

使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。当法人の正味財産は（　　　　　　）円ですが、そのうち（　　　　　　）

円は○○援助事業と○○基金事業に使用される財産です。したがって、使途の制約されていない正味財産は（　　　　　　）円で

す
(単位：円)

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

0 0 0 0

科目

遊休不動

産を適切

に管理運

用するた

めの事業

地域活性

化を目的

とした空

き家の改

修及び活

用事業

ジェンダ

ーを超え

た交流を

促進する

事業

廃棄物を

資源化す

るための

事業

その他目

的を達成

するため

に必要な

事業

事業部門合

計

管理部

門
合計

雑費 0 1,654 0 0 0 1,654 0 1,654

業務委託費 1,882,330 0 0 0 0 1,882,330 0 1,882,330

会議費 0 4,905 0 0 0 4,905 0 4,905

交際費 0 0 0 0 0 0 10,000 10,000

旅費交通費 16,799 114 0 8 0 16,921 9 16,930

車両費 0 0 6,654 0 0 6,654 0 6,654

通信運搬費 52,671 8,078 0 540 1,080 62,369 649 63,018

消耗品費 149,322 96,781 1,900 4,218 2,662 254,883 5,556 260,439

修繕費 182,796 147,842 0 0 0 330,638 0 330,638

地代家賃 0 240,000 0 3,300 0 243,300 0 243,300

保険料 23,951 6,446 0 315 0 30,712 9,549 40,261

租税公課 7,300 0 0 0 0 7,300 1,200 8,500

研修費 0 0 3,300 0 19,800 23,100 3,300 26,400

支払手数料 276,799 2,313 0 28 0 279,140 11,678 290,818

支払利息 33,685 0 0 0 0 33,685 0 33,685

リース料 0 0 0 0 0 0 72,336 72,336

その他経費計 3,788,144 651,433 11,854 8,409 23,542 4,483,382 116,362 4,599,744

経常費用計 6,029,154 651,433 11,854 8,409 23,542 6,724,392 146,362 6,870,754

当期経常増減額 -15,580 892,641 -11,854 91,591 -23,542 933,256 -26,206 907,050



内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

合計 0 0 0 0

6. 借入金の増減内訳

借入金の増減は以下の通りです。

(単位：円)

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

短期手形貸付 5,420,000 5,500,000 5,420,000 5,500,000

7. 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位：円)

科目 財務諸表に計上された金額 内、役員との取引 内、近親者及び支配法人等との取引

給与手当 2,161,593 2,161,593 0

0 0 0

8. その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

(1) 現物寄附の評価方法

現物寄附を受けた固定資産の評価方法は、固定資産税評価額によっています。

(2) 事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、（　）及び（　）については（　）に基づき按分しています。

(3) 重要な後発事象

××年×月×日、〇〇事業所が火災により焼失したことによる損害額は××円、保険の契約金額は××円です。

(4) その他の事業に係る資産の状況

その他の事業に係る資産の残高は、（　）が××円、（　）が××円です。

特定非営利活動法人に係る事業・その他の事業に共通で使用している重要な資産は（　）が××円です。

9. その他

(1) （貸借対照表に関する注記）

・基金について〇〇〇


